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◉
研
究
ノ
ー
ト

「
闇
」 
の
絵
師
葛
蛇
玉
　
― 『
雨
月
物
語
』 「
夢
応
の
鯉
魚
」 

の
新
た
な
読
み
へ
―�

井
上
　
泰
至

二
〇
一
一
年
九
月
二
六
日
放
送
の
Ｂ
Ｓ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
極
上
美
の
饗
宴
」
は
、

「
ア
メ
リ
カ
秘
蔵
の
江
戸
名
画
」
と
銘
打
っ
た
シ
リ
ー
ズ
の
三
回
目
、「
忘
れ
ら
れ

た
傑
作
た
ち
」
と
題
し
て
、
葛
蛇
玉
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ー

ズ
は
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郊
外
の
コ
ロ
ー
ナ
・
デ
ル
・
マ
ー
ル
に
住
む
富
豪

ジ
ョ
ー
・
プ
ラ
イ
ス
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
特
に
若
冲
を
中
心
に
取
り

上
げ
た
企
画
だ
っ
た
が
、
三
回
目
は
無
名
の
画
家
葛
蛇
玉
の
作
品
に
も
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。

絵
の
世
界
で
は
作
品
が
少
な
く
無
名
で
あ
る
と
は
い
え
、
秋
成
の
研
究
者
は
む

ろ
ん
、
近
世
文
学
の
研
究
者
で
『
雨
月
物
語
』
を
授
業
で
扱
っ
た
方
な
ら
、「
夢
応

の
鯉
魚
」
の
主
人
公
興
義
の
モ
デ
ル
が
蛇
玉
で
あ
る
こ
と
は
、
中
村
幸
彦
先
生
も

指
摘
さ
れ
て
い
る （
１
） 

か
ら
、
知
る
人
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
そ
の
驥
尾
に
付
し

て
、
私
も
片
山
北
海
撰
の
蛇
玉
の
墓
碑
銘
を
取
り
上
げ
て
い
た （
２
） 

こ
と
が
機
縁

と
な
っ
て
、
番
組
に
出
て
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
ら
れ
た
。
が
、
そ
の
時
考
え
た
こ
と

が
全
て
放
送
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
報
告
さ
せ

て
頂
き
た
い
。

蛇
玉
が
に
わ
か
に
世
間
で
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
プ
ラ
イ
ス
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
「
雪
中
松
に
兎
・
松
に
鴉
図
屏
風
」（
六
曲
一
双
・
紙
本
墨
画
・

各
縦
一
五
三
・
七　

横
三
五
三
・
〇
）
の
存
在
に
よ
る
。
今
そ
の
絵
の
概
要
を
、

二
〇
〇
六
年
東
京
国
立
博
物
館
で
行
わ
れ
た
「
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

若
冲

と
江
戸
絵
画
」
展
の
図
録
に
載
せ
ら
れ
た
作
品
解
説
（
松
嶋
雅
人
執
筆
）
を
引
い

て
紹
介
し
よ
う
。

全
体
に
墨
を
引
い
て
、
漆
黒
の
闇
を
つ
く
り
出
し
、
塗
り
残
し
た
白
い
紙
地

が
樹
木
に
降
り
積
も
っ
た
雪
と
な
り
、
吹
き
散
ら
し
た
胡
粉
は
、
降
り
続
く

雪
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
駆
け
寄
る
兎
の
視
線
の
先
に
松
の
木
に
も
う
一

羽
が
し
が
み
つ
き
、
梅
の
枝
に
止
ま
る
白
頭
の
鴉
（
日
本
の
画
家
は
こ
の
鳥

を
あ
く
ま
で
鴉
と
し
て
描
い
て
い
る
）
に
、
も
う
一
羽
が
飛
来
し
て
呼
応
す

る
。
闇
の
中
の
鴉
と
雪
の
中
の
兎
と
い
う
黒
白
の
世
界
に
息
を
の
む （
３
）。

私
も
上
野
の
展
覧
会
で
は
、
こ
の
屏
風
を
前
に
文
字
通
り
息
を
呑
ん
だ
。
そ
れ

は
絵
の
力
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
を
引
き
だ
す
照
明
装
置
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大

き
い
。
従
来
の
美
術
館
に
お
け
る
絵
画
の
照
明
手
法
は
「
限
り
な
く
フ
ラ
ッ
ト
な

照
明
」
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
絵
の
展
示
で
は
プ
ラ

イ
ス
氏
が
自
ら
の
邸
宅
で
実
験
し
て
き
た
結
果
編
み
出
し
た
「
光
の
方
法
論
」
を

学
ん
で
、
自
然
光
の
よ
う
に
変
化
し
作
品
に
「
表
情
」
を
与
え
る
陰
影
あ
る
光
を
、

調
光
装
置
や
間
接
照
明
、
あ
る
い
は
障
子
に
近
い
ブ
ラ
イ
ン
ド
や
、
床
・
壁
・
天

井
が
一
体
に
な
っ
た
日
本
の
伝
統
的
な
居
住
空
間
を
再
現
す
る
工
夫 （
４
） 

を
凝
ら

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
は
番
組
で
も
プ
ラ
イ
ス
氏
が
強
調
し
て
い
た
が
、
蛇
玉
の
こ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
屏
風
の
主
題
の
一
つ
は
奥
行
と
陰
影
に
富
ん
だ
「
闇
」
に
あ
り
、
そ
れ
を
有
効

に
引
き
だ
す
に
は
、
極
限
ま
で
光
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
月
明
か
り
や
蝋
燭
の

光
を
再
現
し
て
そ
の
ゆ
ら
め
き
を
間
接
に
照
ら
し
出
す
よ
う
な
微
妙
な
調
光
が
必

要
で
あ
る
。
防
火
上
、
ま
た
美
術
品
の
保
護
の
観
点
か
ら
言
っ
て
、
実
物
の
蝋
燭

な
ど
許
さ
れ
る
は
ず
も
な
い
。
そ
れ
を
こ
の
展
示
で
は
独
自
の
調
光
装
置
で
再
現

し
た
。
結
果
、
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
降
る
雪
が
浮
い
て
見
え
る
遠
近
感

の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
、「
闇
」
の
奥
に
何
か
が
う
ご
め
い
て
い
る
よ
う
な
怪
し
さ
を
湛

え
た
世
界
で
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
方
で
も
い
ろ
い
ろ
工
夫
は
し
て
い
た
が
、
こ
の

展
示
の
時
の
よ
う
な
、
絵
が
潜
在
的
に
持
つ
闇
の
迫
力
を
表
現
す
る
こ
と
は
難
し

か
っ
た
よ
う
だ
。

電
球
の
ラ
イ
ト
が
一
般
化
す
る
以
前
の
闇
に
つ
い
て
は
、
近
代
作
家
も
幾
つ
か

文
章
を
残
し
て
い
る
が
、
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
谷
崎
潤
一
郎
の
「
陰
翳
礼
讃
」
で

あ
ろ
う
。

又
或
る
者
は
、
暗
い
光
線
で
胡
麻
化
し
た
美
し
さ
は
、
真
の
美
し
さ
で
な
い

と
云
ふ
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
前
に
も
述
べ
た
や
う
に
、
わ
れ
わ
れ
東
洋
人

は
何
で
も
な
い
所
に
陰
翳
を
生
ぜ
し
め
て
、
美
を
創
造
す
る
の
で
あ
る
。「
掻

き
寄
せ
て
結
べ
ば
柴
の
庵
な
り
解
く
れ
ば
も
と
の
野
原
な
り
け
り
」
と
云
ふ

古
歌
が
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
思
索
の
し
か
た
は
兎
角
さ
う
云
ふ
風
で
あ
つ

て
、
美
は
物
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
物
体
と
物
体
と
の
作
り
出
す
陰
翳
の

あ
や
、
明
暗
に
あ
る
と
考
へ
る
。
夜
光
の
珠
も
暗
中
に
置
け
ば
光
彩
を
放
つ

が
、
白
日
の
下
に
曝
せ
ば
宝
石
の
魅
力
を
失
う
如
く
、
陰
翳
の
作
用
を
離
れ

て
美
は
な
い
と
思
ふ
。
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
は
、
女
と
云
ふ
も
の
を
蒔

絵
や
螺
鈿
の
器
と
同
じ
く
、
闇
と
は
切
つ
て
も
切
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
出

来
る
だ
け
全
体
を
蔭
へ
沈
め
て
し
ま
ふ
よ
う
に
し
、
長
い
袂
や
長
い
裳
裾
で

手
足
を
隈
の
中
に
包
み
、
或
る
一
箇
所
、
首
だ
け
を
際
立
た
せ
る
よ
う
に
し

た
の
で
あ
る （
５
）。

蛇
玉
の
絵
も
、
降
り
積
も
っ
た
雪
は
、
何
も
彩
色
を
し
な
い
で
、
和
紙
の
「
白
」

を
そ
の
ま
ま
残
し
、
漆
黒
の
闇
を
そ
の
深
さ
に
よ
っ
て
描
き
わ
け
て
い
る
。
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
降
る
雪
を
表
現
す
る
の
に
、
白
の
絵
の
具
に
胡
粉
を
混
ぜ

て
、
点
々
と
垂
ら
し
て
ゆ
き
、
そ
の
「
光
」
と
「
動
き
」
を
、
紙
の
「
白
」
や
、

奥
行
き
の
あ
る
「
闇
」
と
の
対
照
の
な
か
で
表
現
し
た
。
ま
さ
に
「
陰
翳
礼
讃
」

の
法
則
通
り
で
あ
る
。

き
っ
と
、
こ
の
屏
風
、
ま
と
も
な
お
寺
に
置
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
。
冬
の
夜
、
料
亭
あ
た
り
で
、
人
々
を
あ
っ
と
い
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
狂
詩
集
『
浪
華
獅
子
』（
明
和
七
年
〈
一
七
七
〇
〉
序
）
巻
一
の
「
道
頓

行
」
に
は
「
表
具
師
の
襖
蛇
玉
が
描
く
」
と
も
あ
る
。
博
物
館
を
出
た
時
以
来
こ

う
し
た
感
想
を
持
ち
続
け
て
い
た
が
、
テ
レ
ビ
の
打
ち
合
わ
せ
の
時
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
に
こ
の
こ
と
を
打
ち
明
け
て
み
た
ら
、
小
林
忠
先
生
も
同
じ
感
想
を
お
持
ち

だ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
て
我
が
意
を
強
く
し
た
。

近
年
北
海
撰
の
蛇
玉
の
墓
碑
銘
の
も
と
に
な
る
言
説
が
発
見
さ
れ
た
。
他
な
ら

ぬ
蛇
玉
自
身
に
よ
る
「
蛇
玉
図
」（
写
真
）
の
存
在
で
あ
る
。
竹
に
絡
み
つ
き
、
玉

を
咥
え
、
や
や
光
鱗
を
供
え
た
蛇
が
上
か
ら
降
り
て
鎌
首
を
も
た
げ
た
図
を
描

き
、
左
に
は
大
坂
の
漢
学
者
河
合
鹿
門
の
手
に
な
る
賛
を
載
せ
る （
６
）。
今
全
文
を

紹
介
し
て
お
こ
う
。

葛
季
原
字
子
明
、
別
号
羅
園
、
浪
速
一
画
史
也
。
鑽
仰
此
道
、
少
時
不
鮮
。

一
夜
罷
寐
。
怳
愡
之
際
、
夢
見
一
蛇
。
金
鱗
宛
轉
、
委
蛇
腹
行
、
而
口
含
一

珠
。
季
原
熟
視
、
而
不
畏
掬
手
授
之
。
蛇
吐
而
置
之
掌
中
、
去
不
顧
。
醒
而
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茫
然
、
一
懼
一
喜
。
巳
而
、
又
一
夜
、
夙
興
収
衾
、
牀
上
覚
然
得
一
珉
。
煜
々

如
玉
。
季
原
又
大
駭
取
而
葆
焉
。
此
珉
、
天
陰
則
膚
如
沾
、
晴
又
如
旧
。
徧

問
之
、
所
識
人
皆
聴
而
賀
之
。
其
事
太
實
際
也
。
嗟
、
天
地
曠
渺
、
無
不
有
。

昔
隋
矦
得
明
珠
於
霊
蛇
。
則
陰
徳
之
感
不
可
誣
也
。
季
原
之
得
珉
似
矣
。
仰
其

道
所
感
。
必
有
後
日
之
験
歟
。
因
号
蛇
玉
、
記
始
末
之
崖
略
、
以
為
左
券
云
。

丙
戌
三
月
之
吉

鹿
門
河
維
明
撰（
７
）

「
蛇
玉
」
と
い
う
変
わ
っ
た
号
は
、
彼
の
見
た
夢
の
中
で
、
ぬ
っ
と
蛇
が
玉
を
咥

え
て
現
れ
、
後
日
そ
の
玉
を
得
た
こ
と
に
由
来
す
る（
８
）。
北
海
の
碑
銘
に
よ
れ

ば
、
夢
を
見
た
の
は
「
丙
戌
」、
即
ち
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
二
月
二
十
二
日
の

夜
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
鹿
門
の
賛
は
同
年
三
月
と
な
っ
て
い
る
か
ら

こ
れ
も
符
牒
が
合
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
鹿
門
の
賛
か
ら
は
、
そ
の
玉
が
雨
の
降
る

闇
の
中
で
は
、
し
っ
と
り
と
濡
れ
た
よ
う
な
光
を
放
っ
て
い
た
と
い
う
新
た
な
情

報
が
得
ら
れ
る
。

夜
光
の
玉
の
不
思
議
な
体
験
が
、
こ
の
画
家
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て

い
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
話
は
ど
う
も
胡
散
臭
い
。「
蛇
玉
図
」
は
図
柄
こ
そ
異
同

が
あ
る
が
複
数
残
っ
て
お
り（
９
）、
し
か
も
こ
の
賛
は
刷
り
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ

ま
り
蛇
の
玉
を
得
た
と
い
う
説
話
は
、
宣
伝
用
で
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
絵
を
展
覧
に
供
し
た
千
葉
市
美
術
館
・
静
岡
県
立
美
術
館
の
展
覧
会
『
伊

藤
若
冲
―
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
―
』
の
図
録
の
解
説
（
福
士
雄
也
執
筆
）
に
よ

れ
ば
、「
画
人
蛇
玉
と
し
て
歩
み
出
す
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
か
の
よ
う
」
な

画
で
、
賛
文
が
刷
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
同
様
の
作
例
が
数
多
く
制
作
さ
れ
、

い
わ
ば
名
刺
代
わ
り
と
し
て
自
ら
の
売
り
込
み
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う（
10
）。

た
だ
し
、「
蛇
玉
」
と
名
乗
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
彼
は
「
光
」
と
「
闇
」
の
画
家

と
し
て
、
自
身
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
課
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
な
か
で
出
来
た
傑

作
が
、
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
雪
中
松
に
兎
・
梅
に
鴉
図
屏
風
」
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
屏
風
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
筆
で
、
そ
れ
は
『
雨

月
物
語
』
刊
行
の
二
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
蛇
玉
に
つ
い
て
の
新
た
な
情
報
が
、「
夢
応
の
鯉
魚
」
の
読
み

に
ど
う
影
響
す
る
か
で
あ
る
。
蛇
玉
が
賛
を
刷
っ
て
ま
で
蛇
玉
図
を
量
産
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
サ
ロ
ン
的
色
彩
が
強
い
大
坂
の
文
芸
界（
11
）
で
は
か

な
り
の
噂
に
な
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
雨
月
物
語
』
の
序
文
は
周
知
の
通

り
、
明
和
五
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、

蛇
玉
の
号
の
由
来
と
な
る
事
件
は
直

近
の
珍
事
と
言
え
、「
夢
応
」
の
鯉
の

絵
を
得
意
と
し
た
画
僧
興
義
の
設
定

か
ら
、
同
じ
く
鯉
の
絵
を
得
意
と
し

た
「
夢
応
」
の
画
僧
で
あ
っ
た
蛇
玉

の
こ
と
を
想
起
す
る
の
は
、
当
時
の

大
坂
文
壇
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
読
者

「蛇玉図」
（個人蔵、千葉市美術館・静岡県立
美術館『伊藤若冲―アナザーワー
ルド―』（二〇一〇年四月）より
転載）

著作権保護のため図は非表示
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に
と
っ
て
は
容
易
な
こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

「
夢
応
の
鯉
魚
」
の
興
義
は
、
鯉
の
絵
を
独
占
し
た
言
い
訳
に
、
魚
の
命
を
助
け

て
や
る
放
生
に
よ
っ
て
画
い
た
絵
を
凡
俗
の
者
に
渡
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

言
っ
て
お
り
、「
魚
服
記
」
等
原
拠
に
は
な
い
こ
の
設
定
を
秋
成
は
物
語
の
導
入
と

し
、
作
品
末
尾
で
「
仏
弟
子
を
害
す
る
例
や
あ
る
」
と
呼
応
さ
せ
て
い
る
。
自
ら

絵
に
「
夢
応
の
鯉
魚
」
と
名
付
け
て
絵
を
独
占
し
た
こ
の
興
義
へ
の
皮
肉
な
設
定

は
、
蛇
玉
の
や
や
宣
伝
め
い
た
逸
話
の
伝
え
方
と
相
通
ず
る
部
分
も
あ
り
、
売
名

の
姿
勢
を
忌
み
嫌
う
秋
成
の
毒
が
興
義
の
設
定
に
反
映
し
た
可
能
性
も
出
て
来

た
。
ま
た
、
鯉
の
絵
を
人
に
渡
そ
う
と
し
な
か
っ
た
興
義
に
比
べ
、
蛇
玉
図
を
ば

ら
ま
い
た
蛇
玉
は
よ
り
劣
る
こ
と
に
も
な
る
。

さ
ら
に
、
鹿
門
の
賛
に
は
、
蛇
玉
の
不
思
議
な
体
験
の
前
例
と
し
て
隋
候
の
玉

の
故
事
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
碑
銘
に
は
な
か
っ
た
。
砂
の
中
で
死
に

か
か
っ
て
い
た
蛇
を
救
っ
て
や
っ
た
隋
候
に
、
帰
り
道
で
蛇
が
玉
を
咥
え
て
や
っ

て
く
る
。
気
味
悪
が
っ
た
隋
候
は
こ
れ
を
受
け
と
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
夜
の
夢

に
蛇
を
踏
ん
だ
と
見
て
覚
醒
す
る
と
足
元
に
明
珠
を
得
た
、
と
い
う
『
淮
南
子
』

以
下
諸
書
に
見
え
る
説
話
だ
が
、
蛇
の
報
恩
を
鯉
の
報
恩
に
ず
ら
せ
ば
「
夢
応
の

鯉
魚
」
と
な
る
。
隋
候
の
玉
に
つ
い
て
は
、
浅
井
了
意
『
戒
殺
放
生
物
語
』
や
そ

の
原
拠
の
雲
棲
袾
宏
『
戒
殺
放
生
文
』
を
考
え
た
こ
と
が
あ
っ
た（
12
）
が
、
直
接
に

は
こ
の
鹿
門
の
賛
が
意
識
さ
れ
た
可
能
性
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
秋
成
が
蛇
玉
の
売
名
的
行
為
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
な
お
そ
の
絵
の
技
量
は
認
め
て
い
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
蛇
玉

が
「
闇
」
の
絵
師
だ
と
し
た
ら
、
秋
成
も
ま
た
「
闇
」
の
作
家
で
あ
る
こ
と
に
は

間
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

比ひ

良ら

の
高
山
影
う
つ
る
、
深
き
水み

な

底そ
こ

に
潜か

づ

く
と
す
れ
ど
、
か
く
れ
堅か

た

田た

の

漁い
さ
り
び火

に
よ
る
ぞ
う
つ
つ
な
き
。
ぬ
ば
玉
の
夜よ

中な
か

の
潟か

た

に
や
ど
る
月
は
、
鏡
の

山
の
峯
に
清す

み
て
、
八や

十そ

の
湊み

な
との

八や

十そ

隈く
ま

も
な
く
て
お
も
し
ろ
。
沖
津
嶋
山
、

竹ち
く

生ぶ

嶋し
ま

、
波
に
う
つ
ろ
ふ
朱あ

け

の
垣か

き

こ
そ
お
ど
ろ
か
る
れ（
13
）。

注（
１
）
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
六
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）「
秋
成
に
描
か
れ
た

人
々
」。

（
２
）
『
雨
月
物
語
論
―
源
泉
と
主
題
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）「「
夢
応
の
鯉
魚
」
試

論
―
付　

葛
蛇
玉
に
つ
い
て
」。

（
３
）
「
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

若
冲
と
江
戸
絵
画
」
展
図
録
（
二
〇
〇
六
年
七
月
、
東

京
国
立
博
物
館
）。

（
４
）
注
（
３
）。

（
５
）
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
第
二
十
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）
五
四
五
～
五
四
六
頁
。

（
６
）M

IH
O

  M
U

SEU
M

『
若
冲
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』（
二
〇
〇
九
年
九
月
）
中
の
岡
田
秀

之
の
「
蛇
玉
図
」
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
賛
の
執
筆
者
は
若
冲
に
絵
を
習
っ
た
と
さ
れ
る
、

相
国
寺
一
一
五
世
、
維
明
周
奎
（
一
七
三
一
～
一
八
〇
八
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
は
署
名
の
「
鹿
門
河
」
が
説
明
で
き
な
い
。
河
合
鹿
門
は
、
名
、
維
名
、
字
、
子
南
。

生
没
年
未
詳
な
が
ら
、『
大
阪
人
物
誌
正
編
』『
大
阪
名
家
著
述
目
録
』
に
漢
学
者
と
し

て
登
録
さ
れ
、
延
享
五
年
（
一
七
四
九
）
の
朝
鮮
通
信
使
と
の
漢
詩
唱
和
集
『
和
韓
唱

和
録
』（
村
上
秀
範
編
、
同
年
五
月
刊
）
に
、
大
坂
を
代
表
す
る
漢
詩
人
の
一
人
と
し
て

名
を
連
ね
て
い
る
（
高
橋
昌
彦
「
朝
鮮
通
信
使
唱
和
集
目
録
稿
（
二
）」「
福
岡
大
学
研

究
部
論
集
（
人
文
科
学
）」
三
〇
六
、
二
〇
〇
九
年
五
月
）
か
ら
、
こ
ち
ら
が
該
当
す
る

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
千
葉
市
美
術
館
・
静
岡
県
立
美
術
館
『
伊
藤
若
冲
―
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
―
』（
二

〇
一
〇
年
四
月
）
に
蛇
玉
図
掲
載
。
画
に
は
「
蛇
玉
山
人
季
原
」
の
署
名
と
「
子
明
之

印
」（
白
文
方
印
）「
蘿
園
図
書
」（
朱
文
方
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
個
人
蔵
。

（
８
）
「
葛
」
は
蛇
玉
の
姓
「
谷
八
（
こ
く
や
つ
）」
を
つ
づ
め
た
と
北
海
碑
銘
は
伝
え
る
。
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（
９
）
注
（
６
）（
７
）。

（
10
）
福
士
は
、M

IH
O

  M
U

SEU
M

『
若
冲
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
に
載
る
蛇
玉
図
の
賛
文

と
比
べ
、
こ
ち
ら
の
方
が
鮮
明
に
刷
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
絵
の
制
作

も
賛
の
刷
も
複
数
回
に
及
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

（
11
）
長
島
弘
明
『
秋
成
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）「『
雨
月
物
語
』
に
お

け
る
作
者
・
書
肆
・
絵
師
・
読
者
」。

（
12
）
注
（
２
）
前
掲
書
「『
雨
月
物
語
』
と
当
代
」。

（
13
）
鵜
月
洋
・
井
上
泰
至
訳
注
『
改
訂
版
雨
月
物
語
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
〇
六

年
）
二
三
九
～
二
四
〇
頁
。




